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【
家
庭
で
で
き
る
節
電
の
ポ
イ
ン
ト
】
照
明
や
電
化
製
品
は
必
要
な
時
だ
け
使
い
、
使
わ
な
い
場
合
は
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

平成29年度個人町県民税について

税額の計算
　個人町県民税は均等割額と所得割額の合計額です。

　均等割

　　均等割の税額は、所得の多少に関わらず一定の金額となります。

　　・町民税　3,500円　　・県民税　2,200円

　所得割

　　所得割の税額は、前年の1月1日から12月31日までの所得金額(収入－必要経費)をもとに計算

　されます。

　課税所得金額(所得金額－所得控除額)×税率10％ (町民税６％＋県民税４％ )－税額控除額=税額

町県民税が課税されない人
①均等割・所得割とも課税されない人(全部非課税)

　・生活保護法による生活扶助を受けている人

　・障害者、未成年者(既婚者を除く)、寡婦又は寡夫で、前年の合計所得金額が125万円以下(給与

　　収入の場合204万4千円未満)の人

②均等割が非課税の人

　・扶養がいない場合　

　　前年中の合計所得金額が28万以下の人(給与収入の場合、年収93万円以下)

　・扶養がいる場合

　　前年中の合計所得金額が28万円×(本人＋配偶者＋扶養親族数)＋17万円以下の人

　　※分離譲渡所得の場合、特別控除前の金額で計算します。

③所得割が非課税の人

　・扶養がいない場合　

　　前年中の総所得金額等が35万円以下の人(給与収入の場合、年収100万円以下)

　・扶養がいる場合

　　前年中の合計所得金額が35万円×(本人＋配偶者＋扶養親族数)＋32万円以下の人

【Q＆A】

　Q1. 今年は働いていないのに、なぜ町県民税がかかるのですか。

　A1. 前年中(1 ～ 12月)の所得に対して課税されるためです。

　Q2. 現在は上三川町に住んでいないのに、なぜ上三川町に町県民税を納めるのですか。

　A2. 1月1日(賦課期日)現在で住所のある人に対して課税されます。新しい住所地では課税されま

　　　せん。

　Q3. 2月に亡くなったのですが、なぜ町県民税がかかるのですか。

　A3. 1月1日(賦課期日)現在で住所のある人に対して課税されます。年の途中で死亡された方でも

　　　納税義務は消滅せず、その年度の町県民税は相続人に納付していただかなければなりません。

全期分の納付書は廃止となりました

　全期(全ての期別)分を一度に納める場合でも、期別ごとの納付書をお使いくださるようお願いし

ます。

▶問い合わせ先＝税務課　住民税係　☎ 56 9122
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　軽減が拡充されました
　世帯の所得が少ない場合は、国民健康保険税の均等割額及び平等割額が7割、5割、2割に軽減される
措置が適用されていますが、平成29年度から、5割、2割の軽減世帯の基準額が引上げられました。

世帯主とその世帯の被保険者及び特定同一世帯所属者（注）全員の前年の所得の合計金額が、下

記以下の場合。　（　）内は旧基準額。

7 割軽減    33 万円　　以下の世帯

5 割軽減
   33 万円 ＋ 27 万円 × 被保険者数

（33 万円 ＋ 26 万 5 千円 × 被保険者数）

2 割軽減
   33 万円 ＋ 49 万円 × 被保険者数

（33 万円 ＋ 48 万円 × 被保険者数）

(注) 特定同一世帯とは、国保から後期高齢者医療制度へ移行された方で、継続して同一世帯に属する方
をいいます。ただし、世帯主を変更した場合、その世帯員でなくなった場合、後期高齢者医療制度へ
移行してから5年が経過した場合は、特定同一世帯所属者ではなくなります。

国民健康保険税の低所得世帯の軽減措置について

▶問い合わせ先＝税務課　住民税係　☎ 56 9122
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「
上
三
川
町
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人
情
報
保
護
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例(

改
正
案)

」

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト(

町
民
意
見
の

募
集)

の
実
施

超
小
型
電
気
自
動
車
ニ
ュ
ー
モ
ビ

リ
テ
ィ
コ
ン
セ
プ
ト
の
運
用
に
つ

い
て

　

個
人
情
報
保
護
制
度
を
充
実
・
強
化
す
る
た
め
に
、
「
上
三

川
町
個
人
情
報
保
護
条
例
」
の
改
正
案
を
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
を
公
表
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
広

く
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
、
十
分
に
考
慮
し
た
う
え
で
条
例

制
定
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※ 

な
お
、
個
々
の
ご
意
見
等
に
対
し
て
は
町
の
考
え
を
公
表

し
ま
す
が
、
直
接
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
願
い
ま
す
。
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表
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名
＝
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改
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●
資
料
の
閲
覧
期
間
＝
6
月
12
日
（
月
）
～
7
月
11
日
（
火
）

●
資
料
の
閲
覧
方
法
＝

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
役
場
町
民
ホ
ー
ル
、

総
務
課
窓
口
、
中
央
公
民
館
窓
口
に
て
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
意
見
等
の
提
出
期
間
＝

　

6
月
12
日
（
月
）
～
7
月
11
日
（
火
）
《
必
着
》

●
意
見
等
を
提
出
で
き
る
方
＝
町
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学

す
る
方
・
本
案
に
関
し
て
利
害
関
係
を
有
す
る
方

●
意
見
等
の
提
出
方
法
＝
意
見
等
提
出
に
係
る
詳
細
に
つ
い

て
は
、
閲
覧
窓
口
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
掲
載
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

ご
意
見
等
は
、
口
頭
、
電
話
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
各
家
庭
へ
の
訪
問
等
に
お
い

て
、
狭
い
道
路
や
狭
い
駐
車
場
な
ど
で
便

利
な
超
小
型
電
気
自
動
車
を
6
月
5
日
よ

り
運
用
し
ま
す
。
県
内
初
め
て
の
運
用
と

な
る
こ
の
電
気
自
動
車
は
、
超
小
型
な
車

両
と
な
り
ま
す
が
、
軽
自
動
車
と
同
様
の

扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
見
か
け
た
際
は

次
の
事
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

・ 

乗
用
車
と
同
じ
扱
い
と
な
る
た
め
車
線

中
央
を
走
り
ま
す
。
追
越
し
は
な
さ
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・ 

乗
用
車
と
同
じ
速
度
で
走
行
し
ま
す
。

車
両
が
小
型
な
の
で
、
車
間
距
離
に
注

意
し
て
く
だ

さ
い
。

・ 

見
か
け
た
際

は
暖
か
く
迎

え
て
く
だ
さ

い
。


